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「門松」は、年神様が家を尋ねるための

目印として伝えられてきました。

また、門松は年神様が私たちの世界へ降

りてきたときの拠り所としての役割もあ

ります。

門松を飾る文化は、平安時代にはじまっ

たとされています。しかし、当時は家の

門先に松を立てるだけという簡素なもの

でした。時代とともに門松は変化し、現

代では一年中落葉しない松、生命力が強

く成長の早い竹、新春に花開く梅と、3

つの縁起物「松竹梅」を使った門松が広

く普及しました。梅のほかにも南天や葉

牡丹を用いた門松も多く見られます。南

天は「難を転じる」、葉牡丹は葉が何重

にも重なっている様子から「吉事が重な

る」などの縁起があるとされています。


